
23

政府 自治体 公的機関 DXサービス
ベンダー 保護者

行政・自治体・公的機関・事業者・保護者がテクノロジーを介して連携しうる

「協働プラットフォーム」の役割を担う

保育・教育
事業者

協働プラットフォーム

・制度策定
・財源確保
・規制緩和

・制度実施
・予算配分

サービス
提供

システム／
ソリュー
ション提供

こども

活動方針：再掲
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政府 自治体 保育・教育
機関

DXサービス
ベンダー 保護者

「協働プラットフォーム」は、各利害関係者の相互理解を促進しつつ、　　　　

デジタル共通インフラ基盤の土台がまず必要

協働プラットフォーム

こども

こどもDXに関する利害関係者と協働プラフォームのあり方

政策/財源/
規制/制度

予算/制度運
用

サービス 選
択/運用

デジタル共通インフラ基盤
（全体システムデザイン、制度 /施設のレジストリ、認証、セキュリティ、

データ連携 /標準化、決済等）

サービス 設
計/展開

サービス 選
択/利用

各主体
打ち手

共通
基盤
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              デジタル共通インフラ基盤の上に、様々な新市場/サービスが立ち上がり、       

官民連携でこどもDX市場（業務効率化だけでなく付加価値創造）の創造へ

協働プラットフォーム

政府 自治体 保育・教育
機関

DXサービス
ベンダー 保護者

こども

今後について

政策/財源/
規制/制度

予算/制度運
用

サービス 選
択/運用

デジタル共通インフラ基盤
（全体システムデザイン、制度 /施設のレジストリ、認証、セキュリティ、

データ連携 /標準化、決済等）

サービス 設
計/展開

サービス 選
択/利用

各主体
打ち手

共通
基盤

プッシュ型子
育てサービス

母子保健オン
ラインサービ

ス

保活ワンストッ
プ

給付金手続き
利便性アップ

・・・・
新市場
（例） 新市場と共通基

盤が同時に立ち
上がっていく
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　　　　　　　「社会インパクト」と「投資/リスク」とのバランスの中で、　　　　　　　　　　

こどもDXの社会インパクトを最大化していく

こどもDXに関する考え方

社会インパクト
（公的・民間）

投資・リスク
（金額・時間・価

値観）

ステップ１（新市場＋共通基盤）が動き始めた。
ステップ2~3以降（3-5年後か）を描き社会実装すべき

国・自治体・こども施設・
サービスベンダー側

単純な費用対効果ではなく社会通念/
価値観とのすり合わせも必須


